
温度プローブ流体温度場可視化計測法

研究概要
　本技術は、エアコンや自動車など各種機器か
ら排出される流体の温度分布を簡便かつ定量的
に可視化するために開発した新しい計測法で
す。この可視化技術を「流体温度場スキャナ」
と呼んでいます。

背景・従来技術
　従来の流体温度場の多次元計測では，研究用
レーザが使用されるために計測システムが複
雑・高価であり、安全性にも格段の配慮が必要
です。一方、簡便・安価な熱電対など接触型温
度センサでは、センサの応答時間を考慮する必
要があり、温度場を正確に計測するためには応
答時定数を正しく推定することが必須です。

特徴
　この可視化技術は、温度プローブとカメラお
よび画像処理用パソコンで構成されます。プロー
ブ形状は多数の細線熱電対を一列に配置して掃
引可能とした棒状で、その側面には計測位置認
識用マーカーが取り付けられています。このプ
ローブで測定対象の流体温度場をスキャンしま
す。このとき、プローブ位置を画像計測すると
ともにプローブの出力を「適応応答補償」する
ことにより、二次元温度場を極めて容易かつ短
時間に可視化計測できます。

実用化イメージ
　レーザを用いない流体温度分布のリアルタイ
ム可視化法は全く新しい計測技術として実用化
にも魅力があります。
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・流体温度場スキャナの実用化・流体温度場スキャナ
共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　厳しい温熱環境下での作業時における作業者の安全確保や熱流体機器の設計開発においても流体温
度場を簡便・短時間で可視化できる技術が望まれていることから、実用化を視野に入れて研究開発を
進めています。
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